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八

料

一

色

韮

笠

原

安

保夫求

蕃
山
附
仙明
試
蛙
に
就
き
て
は
本
邦
に
て
も
故
代

の
桝
究
戟
叶
=
あ
-
て
詳
細
な
る
記
搬
あ

-

｡

例
へ
は
炎
･3
如
し
｡

.ヽノ

校
本
氏
い
二

九
売
)は
非
番
の
日
蝕

が
液
仙
肘
明
に
よ
-
て
=M
も
著
し
-
影
･や
せ
ら
る
1

時
卿
は
聴
許
後
二
〇
口
m
な
-
a

.rm
し
て
此
の
時

期
を
紅
過
す
る
に
従
ひ
て
肺
炎
梶
川
照
明
わ
影
轡
減
じ
'
虹
に
川
他

に

近
づ
け
る
も
の
に
於

い
て
は
肘
_-j
影
轡
を
衣
は
t.J十
と
云
へ
り
｡
叉

.ヽノ

川
氏
e

!
(

一

九
克
)
は
林
括
性
粒
度
'
感
脱
性
及
び
感
光
性
は
各
々
拙
著
な
る
n鎧

iiHl蟹
革

質

が
L
t
二
五

州

人肌
に
次
の
如
き
抑
係
あ
る
を
認

め
た
-
｡
伽
ち
悠
脱
性
と
感
光
性
の
何
れ
か

1
方
に
頻
き
近
似
な
る
=州
柾
に
於

い
て
.は
'
他
の
一
方

り柁
準
的
き
と
北
ハ
に
琳
柿
性
程
度
高
し

云
々
と
｡

.ヽ.ノ

川
又

氏
び
(完
.JITニ
)
の
J.t
験
に
よ
れ
は
'
改
良
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
抑
(
晩
生
唖
)
は
感
光
性
相
に
高
-
し
て
'桝
紺

｢
ぷ
目
性
弛
｣
に
如
し
'

感
組
性
は
比
較
的
低
く
琳
播
他
柑
鹿
亦
槌
め
て
化
し
｡
斗
生
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
柿
(
機
対
生
抑
)は
感
光
性
秘
め
て
低
-
'
朝
粥

｢
中
糊
性



艶
｣
に
臥
し
'
感
温
性
特
に
･Vで

琳
措
什
亦
秘
め
て
許
し
と
せ
り
C

)

伐
藤
'
弓
川
棚
氏
C

(

亘

7
)
に
よ
れ
ば
'
大

葬
比
和
嘩

状
播
'
小
川
什
=州
卯
を
.Z
は
す
･ii
H
机
物
に
魅
す
る
も
'
非
の
鳩
鰍
度
は
非
か

て
'
琳
播
什
'

中
仙
仲
人
歩
は

.火
脚
明
に
よ
り
て
帖
も

-;
秘
･･kl促
迎
せ
ら
れ
'
秋
播
性
人
参
は
非
の
度
少
し
Q

韻
に
中

東

を
比
較
す
れ

ば
i秋
糾
(
比
較
的
概
況
)
に
は
'中
州
性
大
谷
は
木
摺
件
大
挙
に
比
し
て
'

左
肘別
に
よ
り
背
し
く
侶
相
を
促
赴
せ
ら
る
れ
ど
も
'
群
別
(

比

較
的
高
氾
)
に
て
墜
火
異
な
し
｡
草

丈

の仰
.iji
に
及
ぼ
す
附
減

の
上
知
の
影
響
はま
大
冊
州
松
に
及
ぼ
す
火
れ
と
朴
似
て
'
林
柿
什
'
小
川

性

i4
番
は
心

付明
に
よ
り
て
促
進
せ
ら
れ
'
如
g
::明
に
よ
り
抑
制
せ
ら
れ
る
も
'
秋
体
性
大
審
は
は
封
の
如
き
仙
･Ti
あ
-
｡
手

早
紫
す
る
に
i<

番
目…
柿
の
照
明
感
搬
舷
は
中
州
性
大
智
に
虻
も
+/
に
し
て
'
琳
播
性
+
/
孝

之
に
攻
ぎ
'
枇
柿
什
大
審
E肘

も
小
を
<･を
比
る
と
｡

~ヽノ

川
畑
'
沌
控
.州i
代
小
二
九
≡
這

上
れ
ば
'
磐
軸
が
Pj
=
化
机
物
に
し
て
､
基

S.感
砿
度
が
一舵

に
k
糾
明
i
に
高
-
'如
旧
柄

.i
に
催
し
｡

ぷ
照
明
fii･は
粍
蛤
拙
作
骨
川
刊
よ
り
小
柳
川
前
は
=収
も
_t
盛
な
る
も
'
;i
-
牡
丹
停
止
せ
る
巧
め
中
側
11
後
は
他
山
榊
恥
よ
-
推
し
-
小
と
な

礼
-
｡
然
る
に
粍
肘
明
.i
山
北
BrZ
は
秘
め
て
徐
々
に
'
し
か
も
光
則
に
';
.i-
て
行
は
･れ
'
申
卿
は
=.ni
も
筋
目.Tた
る
も
攻
釣
に
拙

準
'i
に
接
近

せ
り
｡

1.13
し
て
知
仲
里
i
の
il小
姓
は
徒
長
'
=:爪
味
わ
-
｡
拙

郡
の

憩
市
は
概
し
て
枇
中
桁
=M
も

八
灯
に
し
て
'
花
照
明
何
蛇
も
.::=;心し
｡

5
'照

明
'ii
は
拙

t
Jは
穴
な
る
も
'
(1'股
よ
り
比
て
拙
準
帖
に
劣
れ
リ
｡
有
と

=州
紺
の
巴

は
.火
照
明
汝
に
よ
-
概
し
て
加
齢
せ
ら
れ
'
如
照
明
扶
に

よ
り
･tJ
仰
よ
せ
ら
る
｡
無
1.J
印

は

短
照
明
放
け･iよ
り
梯
棋
少

の
鮎
と
･‥γ
亮

現
せ
り
｡
照
明
帖
川
の
人
知
は
柿
の
叩
瀧
に
形
秤
す
る
こ
と
if
に

し
て
'
特
に
長
仰
…E
.i
は
他
.i
に
比
し
て
退
か
に
火
な
り
と
｡

if
+g
i:=E業
研
究
桝
に
於
い
て
も
'
亦
昭
和
川
坪
山
水
火
抑
井
の
他
数
柿
釦
･'g
作
物
LJ.
就
き
て
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
捌
す
る
抑
寵
を
行

hり･

へ
-
｡
水
稲
に
就
き
て
は
班
に
渡
米
(肌

1
.
∴
搬
て

せ

り
｡
此
庭
に
湖P
:鵬
す
る
省
の
亜
iIr
は
'
上
記
敬
氏
の
･:･托
騎
結
火
に
斯
似
の
部
切
あ

賓
の
フ
ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
鵬
す
る
y
蜂
的
帥
発

1
川
七



欝
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
牌
す
る
㍑
陰
的
研
究

れ
ど
も
'
亦
仝
-
興
る
研
究
弧
項
も
あ
.り
て
'
小
=3
越
に
柳
か
零
典
す
る
艇
あ
ら
む
｡

;
E
<

第

一
章

照
明
時
間

の
長
短
が
番

の
出
穂
'
成
熟
'
収
穫
物

に
及
ぼ
す
岩

撃

.T
r
･Lil
助

の

方

法

1-f
臓
は
昭
和
六
'
七
つ
八
年
に
下
.り
三
同
行
ひ
た
=1
｡
而

し
て

昭
和
六

'
七
年
に
は
加
温
せ
ざ
る
柵
千
･芋
川
に
て
'
昭
和
八
叶
に
は
口
外

に
て
夫
々
世
故
操
作
を
門
せ
-
0

｢

_
試

料

哲
子
稚
'
愚
刑
小
輩

(
三
岡
･′･石
同
じ
)

二
､
照

明

博

相

順
私
六
年
確
=
川
職
1
.
八
幡
附

.
二
.博
聞
､
j
.伯
特
例
'
原
価
(自
然
)

開
削
七
年
貯
=
八
倍
仰
(年
附
<
.凧
-
3
･後
川
粍
)

〓
ハ
特
例
(午
附
六
惜
-
午
後
T
晦
)

二
川
崎
側
'
標
榔
(自
然
)

昭
糾
･八
年
貯

=
川
.a
:仰
(
甲
的
九
慣
-
午
後

叫
忙
)

八
偶
罰;
(
牛
附
九
nl
L

午
後
兼
職
)

1
乾
性
旧
(乍
阿
六
畔
-
午
鐘
九
l;
･.)
､
二
川
雌
問
'
原
聯

(自
然
)

3.ll:F
は
陽
光
に
よ
り
'
聴
聞
は
.tq
光
に
･Li
り
'
照
明
す
｡
福
光
は

一
〇
〇
ボ
ル
ト
二

〇
〇
ワ
ッ
ト
髄
嫌
か
三

伯
崩
し
た
る
も
の
な
-
｡
照

明
畔
Ⅷ
以
外
は
ト
タ
ン
製
の
遮
光
紺
に
て
試
料
を
雌
ひ
た
-
0

三
J
門
塀
撫
作
舶
拾
糊

昭
和
六
年
惟
=
二
月
二

i

H
上
品

始

昭
和
七
年
肝
=

如
月
上
価

に
秒
和
し
二
月
iF
R
よ
り
帥
胎

昭
珂
八
年
醇
-

i
月
八
口
に
砂
帖
L

i.
月
十
二
日
よ
り
脚
姫

歩
を
柚
ゑ
た
る
鉢
は
袈

燦
に
し
て
'
移

机

に
際
し
共
肥
と
し
て
こ
止
端
の
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
'
過
燐
椴
TrT-
次
'
硫
酸
加
界
を
施
せ
-
P



L

q

I

.I

二
'
舵

蛤

の
縦

光

一
'
照
明
時
間
の
長
注

.JJ出
穂
期
及
び
成
熟
期
'JJ
の
朋
僑

耶

和
六
.
七
'
八
咋
度
の

結
北
を

火

に
継

む
れ
は

研

一
衣

の
如
し
.

I,

右よりjJuy.引田K叩111咽 て即照Ll)htl野間T的h l矧lnlJ

照明､ET然KW)1を′Jミす｡(昭fTT八q:7､t3-円)

賓

の

フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
.r(
ム
に
甜
す
る
.t
柑

帆桝訳

節

-
炎
の
結
北
に
よ
れ
ば
'
珍
丁
稚
及
び
日
日
小
劣
は
滋
目

性
柵
物
に
也
す
る
こ
と
耽
知
の
如
し
｡
■血
し
て
知
日
操
作
の
感

酢
挺
.紘
.･E
H
小
春
に

比
し
珍
LL
椎
が
1
'
な
り

O
軌
ち
t凡1
時
m
肘

明
に
て
は
■両
#

北
ハ
に
不
日
相
に
終
れ
ど
も
へ

八
帖
=;
肘
明
に
て

は
珍
十
稚
い
み
小
目
仙
(
-;
拙
す
り心
も
氾
化
拙
)
に
終
り
て
t

H

H
小
雀
は
･2
℃

〓

拙
す
る
な
-
O
∴
川
畔
剛
史
は

1T
末
-

〓
ハ

時
榊
照
明
に
て
は
日
蝕
促
進
せ
ら
る
｡
圧
の
放
;i
は

二
='-

I

人ハ咋
糊

肘
仙
明

に
比
L

t
常
に
∴
川
時
川
照
明
が
犬

な
-

｡
伽
ち

照
明
帖
5日
の
如
き
柑
出
拙

促
進
の
放
火
は
人
な
-
｡
和

し
て
左

目
照
明
の
場
人
目
に
は
'
珍
十
経
と
何
日
小
藩
と
の
糊
に
差
邦
小

な
る
を
認
む
｡

i
m
九
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ト
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七

V
T(
i
ii曹

･ト
T3･石

渡
夏
至
粁

苅
-

1如
照

明
時

制
U.)

艮
短

と
.H
J.穂

別
及

び
成

熟
別

と
の

馳
旅

1
lLF-'=,L

樹
六
年
&
.

l
昭

和
七

年
度

昭
和

八
年

度

肘
掛
期

男
管

嘉
出
酬

男
管

長
匝

鵬
暦

警
蚕

lu翻
:男
管

長
喋
黙
期

炉
管

長

珍チ標
i).t

時
ーiin

照
明

1(;
時

間
照

明
4月8円

1.0.日
:'.月

2
LR

-
3
月

2>ln
亡

.:
諾

4
月
1!l月

十
9
日

(,月
2{旧

+
fT,
R

1
=,)
時

間
照

明
-

-
4
月
2.旧

+
4
日

r)
月
2
tt一日

十
2
日

1
2!
時

間
照

明
4
月
20.5

日
+

0..,-,Ft
-

-
-

--
-

-

8
時

一.LiI
野

rT,q
4

時
間

照
明

原
聯

J､
相

棒
不

出
槌

Ei
月

3
0
日

G
B

,,-'
El

(iR
化
樹
)

不
Eti

捲
′上
月
28
日
-

=B
肇

撃
等

蓋
翌
等

不
出

濁
声

l苛
不
H!磯

良田/Jヽ
糾

時
間

照
明

16
時

間
照

明
15

時
間

照
明

1
2
時

間
照

TIj3
8

時
間

照
明

4
月
7..=-日

明
1?,.F旧

4月
22
.-r,El

+
7
.J.-7日

-
-

主
よ
闇

-
2
日

相
.J
R
ー+

n
R
l

tT)
月

1,絹
+

lLl日
(一
月

9
日

-
7
日
l.4

BB
I:7ヨ
ー

l
b
B
l絹

l十
_
n
n
t

.
(.日

F
-

p
-

G
R
l

-
ト

完
黙

に
芳
村

に
連

せ
ず
適
せ
-千

術
考

1
･
昭

印
六
年
軌

七
二
月
二
十

日
に
-
昭
和
七
年
度
は
二
月
五

日
に
､
昭
和

八
年
軌

五
･一
月
十
二

別
こ
僻
欝
を
憐
蛤
せ

り
o
附
粕

六
､
七
年
齢

手
折
子
宝
に
て
､
八
年 迫

は
戸
外
に
耳
駿
せ

り
O

冒
･
野
中
t:-て

､
十
lrま
鰍

に
比

L
て
早

き
を
示

L
､
-
は
覗

き
を
,lTtす

o



｢

I

q

q

昭
和
八
年
度
に
て
は

1
月
十
.
首

に
'
七
鉾
度
は
二
月
五
口
に
'
六
年
度
.竺

1月
二
十
日
に
夫

々
:堆
像
に
若
手
せ
=1
g
即
ち
昭
和
六
'
七

年
度
は
昭
利
八
年
度
よ
り
退
か
に
遅
れ
て
健
験
に
酒
手
せ
し
故
に
'経
っ
て
長
日
拙
作
(
二
川
帖
榊
照
明
)
の
彩
世
も
小
と
な
る
べ
き
半
=な
り
｡

新二岡 良 !H

右よT)24曙r削照明､15L叩 潤､8喝間照明､4rPd間照明

自然照明を示す｡(昭和八年六月一日)

然
る
に
･1t

験
の
結
北
は
4校
封
に
し
て
t
t桁
か
八
牛
皮
は
概

畔
に
止

し
て
九
日

州
轡が
兎

逃
せ
る
の
み
な
る
が
'
昭
和
六
咋
鹿
に
て
は

≡

.R
t
七
咋
蛙

に
て
は
-.二
川
I

二
五
日
を
促
逃
せ
-
o
S
.の
･F
'

な
る
原
N
は
'
昭
和
六
'
七
咋
虻
に
は
仰
千
l黙
rT_
(
比
較
的
減
収
一

に
て
性
験
を
行
ひ
た
る
に
'
昭
和
八
年

に
は
11
外
(
比
較
的

低

温

)

に
て
枚
作
せ
る
か
た
め
な
り
｡
即
ち
葬
は
I1
外
に
於
け
る
よ
り

も
比
較
的
混
岐
な
る
純
子
13㌢
<;
に
於

い
て
t
TS
に
よ
-
滋
E=
肘
明

に
感
廠
す
る

な

-
｡

昭
か
六
年
度
に
放
け
る

〓

藤

棚
旧
柄

は
'
珍
子
棚
の
川
根
期

に
は
影
轡
な
き
も
t
TrF1
日
小
歩
に
は
長
=
搬
作
を
行

へ
る
も
の
に

竹1し
-
て
'
-;
拙
促
逃
せ
ら
る
｡
こ
れ
水
桁
の
場
合
に

一
二
時
捌

仰
…明
振
作
が
短
日
操
作
と
同

1
の
結
;1
を
来
せ
る
と
.ii
封
な
り
｡

ニ
'
照
明
時
肌
が
生
育
中
の
童
女
､
分
載
､
重
の
地
面
に
封
す
さ
角
度
'
葉
色
等
に
及
放
す
影
響

昭
和
六
'
七
年
度
の
紙
北
は
昭
和
八
年
度
の
結
氷
に
近
似
の
も
の
な
れ
ば
之
を
省
略
L
t
昭
利
八
年
度
の
も
の
に
就
き
て
詳
述
せ
ん
と
す
｡

葬
の
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
淵
す
る
は
噂

的仰究

二
,I-
i



I~ ~ ~ 丁
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り
輩
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の
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弔
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し
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測
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せ
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結
兆
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､
凱
二
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如
し
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峰
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草
丈
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ぼ
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の
光
男
が
櫛
著
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る
1
は
中
期
(
三
月
十
円
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以
後
に
し
て
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草
丈
の
伸
長
山

も
姓
か
な
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1
五
時
捌
照
明
に
し
て
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次
に
二
凶
時
m
照
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排
準
の
順
な
-
｡
八
時
仙
照
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を
な
せ
る
も
の
は
生
甘
堤
-
し
て
'
半
文
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帖
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仙
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従
ひ
て
分
喋
政
は
榊
加
せ
り
O
然
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川
帖
仙
照
明
に
て
は
は
つ
て
減
少
せ
-
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之
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附…明
時
川

の過
少

のた
め
頚
骨
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に
鵜
づ
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な
る
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｡
械
準
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一
五
時
刷
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似
せ
り
｡

(3
)丑
梨
の
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榊
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珍
ナ
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育
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む
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北
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背
中
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第
川

虫
に
よ
れ
ば
照
明

時

榊
の

'itiJき
も

の

は

短
き
も
の
に

比
し
'
非

の

姫
巴
は
洗
-
id
･IJe1
1
.
茄

の
地

伽
に
酎
す
る
角
度
.些

両

帖
川
'

一

五
時

制
'
八
時
榊
の

順

に
減

少
す
｡
仰
し

川
帖

川
肘
明
山

も
山1
は

'

人
相
川
照

明
の

も
の

に
比
し
地
所

に
封
す
る
角
度
人

な
り
｡

三
､
周
明
晴
間
が
政

経
櫓に
及
は

す鮎
讐

完

熟
期

に
適
せ
る
も
の

は
各

々
基
山
時

柳
に
収
帖
し
'hハ
月
卜
川
口

に
判
る
も
･::.J,熱
に
娃
せ
ざ
る

も
の
は
川

‖
州
-
超

し
壮

絶

･:tJな

せりO

H

‥心
耳

他
姓
物
･.iJ桃

仁1.允
に

て
十
分
乾
燥
せ
る
後
朋
館
せ
る
成
精
は
'
卯

.<
火

の
如
し
｡

節

五
衣

の
珍
√
経

に
よ

.･J,tLは
'
川
咋

:7
照

明
･.r
JH

へ
る
も
の
は
収
腔
咋
迄
に
仙
れ
も
帖
兆

せ
-
U
八
時

仰
照
明
に
て
は
一
-

∴
本
の
不
尤
重

な
る
旭
を
壌
桝
よ
り
作

か
衣
は
せ
る

の
み
に

て
'
烏
収
日加
は
仝

-良
-
従

っ
て
仙
小

赦分碇
は
-T
htJ
多
く
∵

:'
･九
本
に

推
せ
-

｡

次
に
二

川
咋
制
'

Ir
l九
時

聞
'
n
然
肘

:T
と

比
較
す
ろ
に
t
i
.川
陣
仰
照

明
lii
.は
他

S
I
.IiE
に
比
し
布
地
分
蝉
'
干
印
爪
は

々

に
し
て
'
搬
…故

分壌
'

拙
‥:{

滋

E
-'

1
地
の

巾
!.'Tit
機
軸
の
泣
き
'
節
榊
の
政
'
抑
止
J
S.iTは
小

な
り

Q
蜘
ち
-fF+収

L=t上
よ
り
云

へ
ば
､

1
1九
時
糊
;i
.;叩j
及
び

打畔

が
舷
も
良

-
'

∴
川
畔

榊
照
明
之

に
次
ぎ
'
八
時

_;
及
び
川
･相
似
仰
.明
は
絶

無
な
り
｡

節

五
よ
の

砧
川
小
券
に
北
き

て
比
れ
ば
'
珍

√
=3

と
畏
･リ
て

八
時

冊
照
明
の
も

の
に
て
も
領
収
.;-'あ
-
｡
而
し
て
八
咋
肌
'

一
九
時
糊
'

∴
川
時

制
'

枕
準
の
川
里
虹

比
校
す
れ
ば
'
有
敗
分
某

'
雑
巾
.
'
･.:此
咋'
紀

.
巾
に
封
す
る
滋
屯
の
制
令
'
抑
(.=
山
桃
怖
'

千

･相
補

t
l
相

の

恐

･仁
耳
の

準
‖:.j
に
捌

する

甜形
印
は
'

一

元
化

m照
明
山
も
良
く

松
畔
'
∴
川
咋
榊
'
八
時

川
の

順
位
な
-
C

八
時
p:;
照
明
に
て
は
仙
…放

分
嵯
多
-
'
･tL
及
び
穂
軸
は

州立
-
'
押

立
は

相知
し
｡
川
帖
糊
照
明
の
も

の
は
=;
穂
せ

ず
し
て

帖

托
す
.

昭和
六
年
度
に
て
は
仰

√八七両
に
て
栽
捕
｡せ
る
た
め

に
'
仝
慨
と
し
て
〓
雌
は
促
進
せ
Jり
れ
'
什

つ
ぶ
∩
拙

作
の
敗
北
犬
に
し
て
'
背
し

-
-;
轡
で

;+
め
た
-
｡

従
っ

て
先
帝
柳
川
は

れ
縦
せ
ら

れ
'
栗

養
.#
宜

の
十
分
な
る
頚
骨
を
遂
げ
ず
し
て
･:化
勲
に
過

せ
11
.
故

に
紙
珊
'
額

茅
の
フ

ォ
ト

べ
リ
オ

ヂ
''r(
ム
に

牌す
る
･川
根
的
仰
究

一
重
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桁
が
部
分
的
に
受
-
る
滋
知
日
拙
作
の
道
廿
に
就
き
て
は
蛇
に
稚
片
せ
L
が
'
同
様
の
t'Yti験
を
番
に
就
き
て
行

へ
-
｡
攻
に
北
ハ
の
拙
北
を

記
減
せ
ん
と
す
｡

二

托

駿

の

方

法

試
料
と
し
て
珍
十
は
及
び
,;=
〓
小
筆

だ
川
･ひ
た
-
｡
昭
和
六
年
十

一
〃
十
八
日
に
桁
糾
せ
る
本
川
に
於
て
'
怨
讐

万

一
;
に
第

1
及
び

仙塑

一分
伐
虫
が
殆
ど
川
じ
粍
鹿
に
戒
+托
せ
る
も
り
を
選
び
'
北
へ
わ
け
準
､竿
桝"験
し
て
∴
本
と

な
し
'
ホ
ッ
ト
の
中
火
に
枇
ゑ
'
ト
タ
ン
板
.‥iJ

扶
て
1iJJ
の
稲
川
に
1
疎

む
γ
分
化
の
各
華

rJ托
育
せ
し
め
た
り
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北
(
山
一
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白
然
状
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'
他
や

は
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前
九
時
-
乍
後
三
時
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六
時
側
照

明
に
せ
,,√｡
照
明
以
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の
咋
帆
は
ト
タ
ン
鮎
の
州
冊
に
て
鍵
ひ
た
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肥
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し
て
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鉢
宛
(
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相
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撫
)
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硫
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惟
加

皿
｢.1
∴.
二二九
･で
施
せ
り
｡
塀
-
し
て
ー
.T

'九

日
よ
り
拙
作
Jで
口
外
に
て
糊

的

せ

-1

O

∴
t
ii
j
.

故

山

紬

;i

/

雌

々
の

朋

舛
紺

墨
は
弟

ふ
ハよ

の
如
し
O

節
六
よ
の
珍
｢

.g
fに
つ
き
て
は
れ
ば
'

一
株

山根
･,k
J分
た
す
し
て
'
地
上
部
の
み
･･軒
分
ち
て
'六
帖
:F
照
明
と
‖
然
附
硯

と
に
な
せ
る
瑚
令

に
は
t
hハ
畔
州
照
明
の
部
分
は
円
然
照
明
の
部
分
に
比
し
昆
-
川
穂
L
t
北
ハ
の
根

は
ホ
･:'芸
1.に
し
て
状
肝
よ
り
僅
か
に
侶
た
る
の
み
な
-
0

分
岐
は
:13
-
ま
で
わ
は
れ
'
基

の数
多
け
.れ
ど
も
組
て
無
放
分
喋
な
-
｡
叉
n
然
肥
りj

わ部
分
は
良
-
‖
拙
し
拙
作
す
る
こ
と
'
花
車

と
〓

然
附
硯

に
せ
る
場
令
と

1
放
す
｡
然
る
に
九
右
に
分
け
た
る
地
上
部
の
各
部
分
を
･E
然
肘
…明
に
捉
-
帖
に
は
'
基

の
棚
･t
は
殆
ど
ー･り
様
に
生

付
し
'
目
地
成
熟
相I
は
川
時
に
し
て
'
収
=?
.i.7
に
も
差
異
な
き
を

ー
認
む
｡

雀
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ

.T(
ム
に
柵
す
も

ー･f
頓

的
竹光

I
S
･iJ
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品
剛
小
歩
に
於

い
て
も
亦
珍
千
純
と
同
様
の
仰
向
を
二即
す
も
'
唯
六
時
剛
照
明
を
な
せ
る
部
分
に
も
建
粒
(但
し
少
丑
)
の
生
ぜ
L
を
訳
に

･

す
｡上

配
の
性
飴
と
蛭
別
に
'
分

顧
二
本
わ
も
聖

一抹
を

1
鉢
に
租
ゑ
'
共

の
牡
糞
と

分
粥
と
を
安
立
に
分
け
て
収
披
ひ
'
軸
部
の
肘
明
時
mI

を
輿
に
し
て
牡
放
せ
-
｡
北
ハ
の
場
合
に
於
け
る
日
照
時
糊

の長
煩
と
川
棚

糊
と
の
闘
係
は
狛
七
衣
の
如
し
｡

飢
七
衣
に
よ
れ
ば
分
室
は
母
登
に
此
し
常
に
=糾
穂
捕
迎
る
Q
而
し
て
一
株
の
地
上
部
の
み
を
二
分
し
て
所
有
の
照
明
時
mj
を
珊
正

せ
ば
'

弟
な
-
た
る
灰
鮎
を
点
す
る
こ
と
は
上
記

の性
腺
と

l
致
せ
-
0



gJJ-七衣 変の部分的長一短HF枕作と

tJi拙糊との関係

備キ L Lll上の雌 は各2凧の申均なt)o

il･将打蛸:二月末口よりrl'腿をr触 O

第
三
章

考

暴

J
'
照
明
時
間
の
長
短
ご
琴
の
出
棟

抑
'/)の
柵
係

本
邦
に
於
け
る
今

日
迄
の
沓
新
の
照
明
試
験
に

於

い
て
は
'
何
れ
も
北
ハ
山
照
明
時
閲
を
長
日
照
明

(
二
川
時
仙
)
'
畑
口
照
明
(
八
時
川
)
､
拙

準

(良

然
)

聖
二
.iS
に
分
て
-
｡
然
る
に
本
代
臓
に
て
は

湖

畔

聞

'

八
幡

は別
.
一
二
時
柵
'

一
五
-

1
六
時

川
'

二
川
時
榊

､
概
畔
甥
に
.&
別
せ
IU
｡
よ
-
て

_封
相
聞

'
一
二
相
川
'
一

正

-

〓

ハ
呼出

照

明

山

場
分
に
於
け
ソ小
結
火
を

卍:求
せ
は
次
の
如
し
｡

川

畔
川
m
明
を
日

へ
は
仙

tiiに
比
し
て
蛮
骨
坊
-
'

非
文
分
航
数
少
-
'
黄
維
S
]を
珊
び
て
'
=;h
拙
せ
ず
速
に
は
帖
化
す
Q

一
束
-

一二
ハ
時
制
照
明
･tだ
わ

へ
る
場
介
に
は
､
日
蝕
を
促
進
す
る
も

二
川
峠
仙
肘
明
よ
-
北
ハ
わ効
果
少
し
｡
さ
れ
ど
牧
=址
は
二
川
帖
冊
照
明
よ
り
も
常

に
i<
な
り
｡

〓

小畔
冊
肘

明
itJEH
へ

る
機
倉
に

は
'
珍
千

lヽノ

枚
に
て
は
糖
種
に
で
し
-
し
て
影
稗
な
く

抗
日
小
賓
に
封
し
て
は
長
日
拙
作
を
行

へ
る
も
の
に
T
L
-
H
拙
促
逃
せ
ら
る
O
こ

れ
虹
･日
報

水
桁
の
場
A
日
に

二

.毎

仙
照
明
拙
作
が
知
日
操
什
と
E

7
の
結
果
を
来
た
せ
L
と
仝
-
以
判
な
-
｡
釧
ち
.iJ
H

比

に
知
日
的
影
替

わ
分
岐

=iS_

輩
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
TT(
ム
に
楓
す
る
;
曝
肘
掛
究

i
t<
九



蕗
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ガ
ム
Li
鯛
す
ら
Sf

臓
的
榊
完

を
示
す
べ
き
m
明
峰
川
は
11
二
時
冊
に
あ
ら
ず
し
て
'
作
物
に
よ
-
或
は
.1冊
排
に
よ
-
て
異
な
る
も
い
な
-
0

〓
'
長
日
.I,%
明

'JJ温
度

JJJの
関
係

叫
六
〇

iiiiiiii

次
に
艮
目
映
作
を
行
ふ
場
合
'非
の
敗
北
の
抑
著
な
る
場
合
と
然
ら
ざ
る
場
合
と
に
就
き
て
述
べ
ん
と
す

oIE==和
八
年
度
に
て
は

7
月
十
二

口

に
'

七
年
度
に
て
は
二
月
五
日
に
'
六
年
度
に
て
.は
二
月
十

二

日
に
夫

々
性
験
に
活
字
せ
り
Q
即
ち
六
'
七
年
度
は
八
年
度
よ
-
過
れ
て

挫
験
に
着
手
せ
し
撒
'
長
日
抹
作
(
二
何
時
榊
熟
明
)
の
彩
轡
は
少
な
き
筈
な
-
｡
然
る
に
偲
験
の
結
火
は
衣
-
仮
封
に
し
て
'
昭
和
八
年
度

は
概
準
に
比
し
て
九
日
出
樹
を
促
進
せ
る
の
み
な
る
が
'
昭
和
六
年
度
に
て
は

一
三
日
を
'
七
年
度
に
て
･は
二
両

-
三
五
日
を
促
進
せ
り
｡

非
の
･Hi原
凶
は
'
昭
和
八
年
は
托
験
を
戸
外
に
て
行
ひ
た
る
に
'
昭
和
六
'
七
年
度
に
て
は
桃
子
嚢
内
に
て
行
ひ
た
る
に
在
り
｡
即
ち
.番
は

低
混
な
る
戸
外
に
於
け
る
よ
り
も
'
比
較
的
組
畷
な
る
相
子
嚢
内
に
於
い
て
'
更
に
よ
-
長
日
照
明
の
彫
坤
を
受
-
る
も
の
な
-
O
比
較
的

ノヽ

ノヽ

温
暇
な
る
紺
千
嚢
内
に
於
い
て
は
番
の
州
柏

が
促
進
せ
ら
る
1

こ
と
は
'
既
に
桟
木

cyL
'

川
又
C
,

嗣
氏
の
蜜
駿
に
よ
-
明
か
な
る
鹿
な
る

が
'
又
温
度
が
祇
ま
れ
は
.出
目
の
感
酷
度
は
謁
ま
る
も

わ
な
-
Q
故
に
極
-
斗
期
に
州
馳
せ
し
む
る
に
は
'
比
蛇
的
猟
畷
な
る
約
す
('S
･川

に

於
い
て
'
二
川
時
糊
照
E
･.虹
行
へ
ば
最
も
放
火
あ
-
｡
然
れ
ど
も
'
相
子
虫
に
於
い
て
は
発
冊
と
し
て
川
蝕
を
促
進
せ
ら
れ
'
爪
つ
長

日拙

作
の
放
火
if
に
し
て
著
し
-
-;
柚
を
叫
め
た
る
円
め
'
牡
背
側
岬
は
短
縮
せ
ら
れ
'
十
分
な
る
発
荘
神
官
の
蛮
骨
を
途
げ
す
し
て
完
熟
に
接

せ
し
か
は
'
恕
罪
'
毅
節
'
抑
長
'
穂
長
'
分
‥場
数
昔
の
小
な
る
を
触
れ
ず
O

三
､
照
明
時
間

'J)夢
の
生
育
状
況
の
願
係

草
丈
の
伸
'iy
の
=帖
も
速
か
な
る
は

i
五
時
日日
仰
…明
に
し
て
'
二
川
時
冊
'
枇
準
之
に
次
ぐ
0
人
咋
榊
旧
仙明
は
迎
-
叩
時
冊

照Sは
.史
に
越

し
0

分
亜
敏
は
二
側
時
=H
'

一
五
時
間
'
八
時
問
の
順
即
ち
照
明
時
間
の
減
少
に
従
･3
柵
加
せ
-
O
然
る
に
州
畔
州
肘
叫
に
て
は
反
っ
て
減



｢

｢

少
す
O
こ
れ
は
肘
明
峰
刷

の
過
少
な
る
篤
め
た
育

不
良
な
-
L
に
囚
ツリ
な
り
｡

t
i背
中
の
或
畔
糊
(
+
･liiLJ腺

に
て
.埜

一石

申
下
仙
)
に
於

い
て

は
'
地
.15
に
封
す
る
蓮

山川
鹿
及
び
葉
色
が
照
明
時
川
に
よ
-
て
異
な
り山
場
合
わ
-
0
兆

の紫
色
は
照
明
時
刷
の
火
き
程
潰
-
な
れ
-
.
苗

の
地
山
に
封
す
る
巾
鹿
は
八
時
_
二

九
時
刷
､
二
,川
崎
州

の
岨
'釦
ち
照
明
鴨
川
の
k
き
程
L/
(
山
･'<
)な
り
O

付
し
川
時
仙
照
明

山も
の
は
八

時
糊
付
;明
よ
り
杓
度
々
な
-
O
蜘
ち
分
仙
[教

わ
多
少
と
草

の
他
州
に
封
す
る
爪
庇
い
七
小
と

山
側
係
･>J.比
ソ?
に
仝
-
k
封

の
粗
係
に
非
リ
｡

E
T.
照
明
時
間
FJ)
琴
の
収
持
物
と
の
閥
係

攻
に
冊
…明
帖

=3

わ
.iB
知が

収性
物

に
及
ぼ

す
形
轡

で
珍

ナ
湖
に
親
き
て
比

れ
は
'
川
時
制
仰
i明

kJ.;

へ
,芯
も

の
は
牧
雌
帖
蓬
に
川
柑
せ
ず

し
て
拓
北
せ
り

｡
八
時
刷
照
明
に
て
･は

一
-

∴
本
山
-<
･:1g
仝
な
る
穂
･,ltl粧
抑
止
-
=
だ
せ
る

の
み
に
て
S:収
収
SIl仝
-
な
し
0

分
塵
は
二
.(.･

叱
it

1=多
き

LJ
娃
せ
も
も
'
観
て
触
…攻
(=

慌
た
り
J

二

側

柑

榊

.

-
五
時
㈹
'
腔
畔
と
此

帖
す
る
に
'
二
川
幡
仰
肘
.･･､咽
吊
は
他

･?
二
郎
に
比

L
布
教
分
故
'
千
川
叶
は
i
{
に
し
て

'

強
攻や

Jl･tJ.拙
巾
t

fIr=
巾
､

"
旭

の
沼
巾
'
他
州

山
tT
.4さ
､
闘

-;

:3･僻
､
粋

人

廿

は
小
な
-
T.
釦
ち

巾

舵
(.北
上
よ
-
ム

へ
ば
'
一
茄
時
制
照
りj
t
枇
準
が
最
も
よ
-
'

∴
明
峰
刷
照
tllj
之
に
攻
ぎ
'
八
時
川
及
び
川
時
刷
仰
…明

のも
の
は
絶
無
な
り
㌧

次
に
砧
〓
小
番
に
紙
き
て
比

れ
は
､
川
崎
冊
照
明

山
も

山
は
田
植
せ
ず
し
て
机
死
す

れ
ど
も
'
八
帖
糊
照
明
に
て
目
地
を
な
し
頻
収
=:.1-･‥仁
比

る
は
珍
十
.f
の
場
合
と
異
な
る
遮
な
り
O

而
し
て
八
帖
糊
'

一

九

時

皿

'

二
川
帖
仙
'
按
岬

の
川
上隼
kI氏

姓
す
れ
ば
'
和
地
分
粧
､
線

.=加'

滋
塊
放
れ
に
封
す
る
灘
頂

の
割
八
日
､
粒
i.爪
の
疎

･15･=
.
千

粒
巾
'

一
帖

の
肌

_此
れ
-.竹

山収
八肌
に
冊
す
る
捕
形
門
の
多
-
は

一
九
帖
榊
照
明
北
も
良

-
'
拙
準
'
∴
川
仙
川
'
八
時

冊

の
順
化

な
-
〇
八
時
附
肘
明
に
て
は
無
放
分
嘩
多
′
,.
巳
及
び
拙
軸

は
紺
.i/-
秤

.ad
は

相
知し
〇

五
'

零
の
部
分
的
長
短
日
照
明
の
影
響

一
株

山容
山
桃
を
分
た
す
地
上
部

の1
み
･:仁
分
ち
て
'

一
牛
を
八
時
冊
照
明
に
'
他
半
㌧γ)･;
然
照
明
に
な
せ
ば
'
心ハ
帖
仙
照
明
の
部
分
は
口

等
の
フ
ォ
ト
ぺ
け
+
,･ず
ズ
ム
に
脱
ナ
ウ畠

的
仲
沢

叫

六

f



番
の
フ

ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
tT(
ム
蔽

す
･,畠

的研究

〓
ハ
エ

然
似
明
の
部
分
に
比
し
迎
-
-;
醸
し
'
北
ハの
相
に
不
･:Jg
(i:汰
-
b
分
韓
は
過
-
ま
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